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であるとすれば，自己の内的欲求を制作者自身
が明確に自覚し，より積極的にその意欲を充た
そうとした時，単に与えられた対象物をモチー
フとするより，もっと適切に自己を投入できる
ものを選ぼうとすることは当然考えられよう。
描写する物と表現内容との関係であり，画面の
構図と表現内容とのかかわりである。そしてま
た，これを更に進めていくと，自然物の外形を
常に尊重していなければならないということ
は，絵画表現として絶対籍的な条件ではなくなる。
なぜなら，表現の目的は自然の外形を表わすこ
とにあるのでなく，造形的組象立てを導き出す
ために利用されるに過ぎないものであり，それ
を描写するだけでは表現し得ない人間の内的風
景もあるということも考えられるからである。
表現を切実に求めれば求める程，自然物の外形
を歪曲せざるを得ず，また，外形そのものを否
定せざるを得ない場合も生ずるのである。しか
し，自然の外形は跡をとどめなくなったとして
も，根元的意味での自然そのもの－自然に法則
があるとすれば，その法則一は否定できないで
あろう。なぜなら，我々は現実としての自然の
中で生を営み，美的感性を育てているからであ
る。したがって絵画もまた，本質的には広い意
味の自然に支配されているのであるが，人間の
つくった－つの創造物としては自然の外形との
類似は必要条件ではなくなるのである。
今世紀初頭から，絵画が自然の模倣によらな
い，色や形の自立した関係によって表現を得よ
うとする芸術品であることを主張し，その制作
技術も，自然再現を前提とした伝統的技術力を
必要とせず，絵画が本質的に必要とする表現に
そった技術の象を必要とした。
現実のイリュージョンではなく，自立した色
や形によって平面を造形し，一つの創造物とす
ることは，色や形そのものが人間の心の内側と
直接結びつくこととなるために，当然の結果と
して描画材料による色彩効果，形態描出効果に
対する感覚を敏感にしていった。絵具そのもの
の質，絵具と画面によって生まれる特徴的効果
を，表現イメージと直接結びつけるため，単に
視覚的な色や形だけでなく，触覚的相違までが
造形による表現に加わるようになったのである。
立体派のおこなった油絵具に砂を混ぜて画肌を
変える方法や，紙・布類のコラージュ等がそれ
であり，石膏・合成樹脂による造形もまたその
－つである。油絵具という描画用具によって，
現実の物体の材質を表わすのでなく，描画用具
そのものの材質が表現に参加するのである。材
料とその画肌を意味する語，マティエールが現
代絵画の造形上重要な役割を持つようになって
来たのである。
現代絵画のマティニール重視について，木村
重信は彼の著者「現代絵画の解剖」の中で，現





